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校長先生
　本資料において、４人の先生方は「授業がよくわかる」に着目し、一部の子どもたちではなく、
学年の全ての子どもたちを対象として、定期的に子どもたちの意識を把握したり、取組の改
善を図ったりしながら、一人一人の子どもたちがもつ個性（よさや違い）を集団の中で生か
し合い伸ばし合うことなどを意識して取組を実践してきました。
　このように、児童生徒の実態に即した働きかけを効果的に行うためには、「学びに向かう集
団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」の相互の関連を図りながら意図的・
計画的に取組を進めるとともに、実態把握や取組評価を適切に実施することが重要です。
　また、日頃の児童生徒との触れ合いや対話等を通じて、一人一人の能力・適性、興味・関
心に加え、悩みや不安等についてもきめ細かく把握するなどして、様々な側面から児童生徒
理解を深めつつ、信頼関係を構築することが必要不可欠です。
　本資料に示した事例を参考に、学級 ( ホームルーム ) 等の実態や児童生徒の発達の段階を
踏まえ、必要に応じて具体的な取組を工夫するなど、各学校における取組の一層の充実に向け、
本資料を活用してください。



１組担任

３組担任



学年主任

２組担任

校長先生
　本資料において、４人の先生方は「授業がよくわかる」に着目し、一部の子どもたちではなく、
学年の全ての子どもたちを対象として、定期的に子どもたちの意識を把握したり、取組の改
善を図ったりしながら、一人一人の子どもたちがもつ個性（よさや違い）を集団の中で生か
し合い伸ばし合うことなどを意識して取組を実践してきました。
　このように、児童生徒の実態に即した働きかけを効果的に行うためには、「学びに向かう集
団づくり」と「子どもが意欲的に取り組む授業づくり」の相互の関連を図りながら意図的・
計画的に取組を進めるとともに、実態把握や取組評価を適切に実施することが重要です。
　また、日頃の児童生徒との触れ合いや対話等を通じて、一人一人の能力・適性、興味・関
心に加え、悩みや不安等についてもきめ細かく把握するなどして、様々な側面から児童生徒
理解を深めつつ、信頼関係を構築することが必要不可欠です。
　本資料に示した事例を参考に、学級 ( ホームルーム ) 等の実態や児童生徒の発達の段階を
踏まえ、必要に応じて具体的な取組を工夫するなど、各学校における取組の一層の充実に向け、
本資料を活用してください。


